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NO3のディフェンスのバイオレーションが起きたがディフェンス側にボールが与えられるときとは

ミニバスではフロントコートの概念はなく、14秒リセットはボールがリングに触れた後、それ
までボールをコントロールしたとき（オフェンスリバウンド）のみの採用となる。

継続 24秒リセット

例： ゴールテンディング、インタフェアレンスにおいて、ディフェンス（チームＢ）のプレーヤーがバイオレー
ションをした場合、オフェンスのチーム（チームＡ）に以下の得点 が与えられる： フリースローの場合は、１
点。フィールドゴールエリアからボールが放たれた場合は、２点。得点は、そのボールがバスケットに入った場合
と同様に取り扱われるので、ディフェンス側（チームＢ）のエンドラインからのスローイン（24秒リセット）で再
開される。
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ミニバスにおける24秒ルールにおけるショットクロックの継続とリセットについて

24秒リセット

状況
オフェンス継続
（オフェンス側コン
トロール）

ディフェンス側に
ボールが与えられる
とき（ディフェンス
側コントロール）

ボールがアウトオブバウンズになったとき

ジャンプボールシチュエーションになったとき

ディフェンスのファウルやバイオレーション

オフェンスのファウルやバイオレーション

ダブルファウルが宣せられたとき

オフェンス側に原因がありゲームが中断する（テク
ニカルファウル含む）

ディフェンス側に原因がありゲームが中断する（テ
クニカルファウル含む）

どちらのチームにも関係のない理由でゲームが中断
する

アンスポーツマンライクファウル等でセンターライ
ンからスローインが与えられるとき

リバウンドボールをコントロールしたとき

フリースローのボールがリングに触れた後、リバウ
ンドボールをコントロールしたとき

14秒リセットが生じる状況
ショット（フリースローも含む）後、ボールがリングに触れた後

リバウンドボールをどちらのチームもコントロール
する前にアウトオブバウンズになったとき

リバウンドボールをどちらのチームもコントロール
する前にジャンプボールシチュエーションになった
とき

リバウンド中またはリバウンド後にファウルが宣せ
られたとき 24秒リセット
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